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戦時性暴力と文学 
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　このほど集英社から『コレクション・戦争×文学』（全20巻、および別巻）が
刊行され、戦後70年を経ようとしている今日、アジア太平洋戦争の記憶
を正しく定着させる努力があらためて始まっている。 
　そうしたなかで、生存学研究センターでは、来年度以降に予定
している「生存学・ジェンダー論セミナー」に先駆け、「戦争
と性暴力」をめぐるシンポジウムを企画する。 
　ゲストには、『シリーズ：ある無能兵士の軌跡』『男性神
話』などで戦場での性暴力を粘り強く男性側の目線から論じ
てきておられる作家の彦坂諦さん、および上記『コレクショ
ン・戦争×文学』の編集委員のひとりであられた成田龍一さ
んのお二人をお招きし、日本周辺地域における戦争を語る時
に、はたしてどうすれば「性暴力」の問題を俎上にあげられるの
か、それを「文学」の可能性の問題として問うてみたい。 
　 「戦争と女性」という問題を日本で、いま問おうとするとき、　
えてして「銃後の女性」に目が向けられがちだが、「前線に送られた
女性たち」、あるいは「前線で調達された女性たち」の問題からも目を逸
らすことはできない。 
　ここでの議論は、「南京事件」や「慰安婦」などをめぐる歴史認識問題、および戦
争をめぐる倫理の問題に、あらためて正面から取り組むうえでも、 
かならずや重要な論点を提供できると考えている。
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